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◎ 「能登棚田米」トピックス 
(1) 昨年、１２月２４日に奥能登行政センターにおいて生産 

者部会研修会が開催され、米穀情勢や能登棚田米の取組み 

実績報告や栽培指針の変更点を確認しました。 

 

(2) 2 月には東京で開催された「いしかわ百万石マルシェ２０ 

１５冬」、「第４９回スーパーマーケット・トレードショー  

２０１５」において、首都圏の飲食業関係者、食品産業関 

係者にＰＲを行いました。 

 

(3) 輪島市のふるさと納税の特典に採用され、精米１０ｋｇ 

／件が納税者へ届けられています（3 月末まで）。 

 

(4) のと里山空港の全国乗継ぎキャンペーン、愛称記念キャ 

ンペーン、北國新聞サンクスキャンペーン「ふるさとの逸 

品賞」の景品に採用されました。 

 

◎ 生産者部会研修会を開催します。 
日 時 平成２７年３月１３日（金）１０：３０～１２：００ 

  場 所 奥能登行政センター ４階 ４１会議室 

  内 容  能登棚田米の栽培指針（特別栽培）について他 

※新規に取組む生産者の方は必ずご参加ください。 

 

◎ アンケートにご協力ください（全生産者対象） 
  本年もアンケート調査を実施します（アンケート用紙を同封いたします）。能登棚田米

生産の課題や販売対策を考えるに当たり、重要な調査ですのでご協力をお願いします。 

  つきましては、３月１０日(火)までに最寄りの JA 及びＪＡ支店にご提出ください。 

   

◎ 棚田保全活動（イノシシ対策等）を支援します。 
昨今、イノシシの被害を受けている生産集落が多く、すでに電気柵を設置した集落も

ございます。協議会では今後、電気柵の設置を考えている集落に対して人的支援（ボラ

ンティア活動）を行っていきたいと考えております。支援を希望される集落がありまし

たらお近くの JA までご相談ください。 

 

◎ 栽培管理・技術情報 
間もなく浸種、播種作業が始まります。種子消毒は以下の何れかとしてください。 

(1)タフブロック粉衣種子（JA 購入種子）を使用する。 

注意：播種後の「ダコニール１０００」は使用しない 

(2)温湯消毒種子（JA 購入種子）を使用し、播種後はダコニール１０００を散布する。 

※JA から出芽苗、硬化苗を購入される方は、通常の育苗管理となります。 
 

ご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事

所（０７６８－２６—２３２３）までお問い合わせください。 

発行：能登棚田保全活動協議会

第２回生産者部会研修会

首都圏での PR 活動を実施 
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◎ 「能登棚田米」トピックス 
(1) ８月７日に JA 内浦町管内で能登棚田米生産者部会研修  

会を開催し、４０名の参加がありました。参加者は環境保 

全型農業直接支払制度についての座学と能登町国重地区の  

実証ほにて、追肥と粒剤防除体系についての現地研修を行 

いました。 

 

(2) ８月２３日に輪島市門前町久川地区において学生ボラン 

ティア団体「能登ラボ」のメンバーが、仁岸神社の例大祭 

の支援を行いました。参加者は御輿巡行を通じて、集落の 

方々との交流を深めました。次回は 9 月２０日に収穫・調 

製作業の支援を予定しています。 

 

(3) 石川県産食材を首都圏でＰＲすることを目的とした「い 

しかわ百万石マルシェ」が、８月２１日に東京都千代田区 

で開催されました。会場には、首都圏の料理人、バイヤー 

など約１５０名の参加があり、「能登棚田米」は能登のこだ 

わり農産物として PR ブース出展をしました。 

 

(4) ８月２３日、２４日に、県産業展示館で開催された「い 

しかわ環境フェア」に、環境にやさしいお米として「能登 

棚田米」の PR ブース出展をしました。 

 

◎ 生産履歴の提出について（お願い） 
能登棚田米は特別栽培米に移行したことにより、国の表示

ガイドラインに従い使用農薬等を表示する義務があります。  

JA では間違いなく表示をするための準備を進めますので、

早急に生産履歴を記帳し、お近くの JA まで提出をお願いし

ます。 

 

◎ 重要「能登棚田米」の食味を分析します（全生産者対象） 
本年度も「能登棚田米」全生産者を対象に米の品質、食味調査を実施します。 

なお、分析結果がまとまり次第、皆様に結果をお返しいたしますので、次年度の栽培の

参考にしてください。 

 つきましては、JA に出荷する際、玄米２キログラムの提出をお願いします（お手数で

すが、入れ物（袋等）はご準備ください）。 

 「能登棚田米」の食味 PR および評価向上のため、是非ご協力いただきたくお願い申し

上げます。 

 

◎ 専用肥料の名称変更について 
 H26 年からの能登米（能登⑧③④①たんぼづくり運動）の本格実施にともない、類似し

た名称の肥料を JA では取り扱っています。そこで、皆様方の混乱を避けるため、「能登棚

田米」専用肥料の名称を変更することとなりました。（裏面につづく） 

発行：能登棚田保全活動協議会

能登町国重の実証ほ視察

仁岸神社例大祭の支援 

「百万石マルシェ」でのＰＲ販売 



つきましては、次年度資材の注文票記入の際はご注意ください。なお、既存肥料の在庫

をお持ちの方は次年度ご使用いただいても差し支えありません。 

 

（旧）「奥能登有機入りコシ一発」→（新）「里山の香」 

 

◎ 栽培管理・技術情報 
(1) 間もなく刈取りが始まります。 

奥能登管内のコシヒカリの収穫は 8 月１０日頃から始まりますが、収穫適期を見

極め（籾の黄化率８５％～９０％）、収穫を行ってください。 

能登棚田米コシヒカリ（山間地）の刈取り適期は 9 月１５日頃が見込まれており

ます。 

また、本年は大雨となることが多く、程度の差こそありますが、倒伏が生じている

ほ場もみられます。倒伏したほ場においては穂発芽が懸念されますので収穫時期を考

慮し、刈り遅れに注意してください。 

 

(2) 適切な乾燥調製を徹底しましょう。 

  能登棚田米の専用紙袋に入れるまでが能登棚田米の生産です。収穫した籾は速や

かに乾燥機に張り込み、急激な乾燥は避けてください（乾減率：１時間当たり籾水

分が０．８～１．０％低下が目安）。 

現在、検査の中で籾の混入や胴割粒による落等が確認されておりますので、籾摺機

のロール圧の調整やライスグレーダーの清掃・点検を再度徹底し、肌ずれ米、胴割粒、

籾の混入の予防と防止に努めてください。 

 
 

ご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事所

（０７６８－２６—２３２３）までお問い合わせください。 
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「能登棚田米」は本年から特別栽培米となります。栽培指針

を遵守し、肥料・農薬の使用には十分に留意し、おいしくて

きれいなお米を生産しましょう。 
 

◎ 「能登棚田米」トピックス 
(1) 佐渡・能登農業者交流会が開催されました。 

   ７月５日～６日にかけて、能登棚田米生産者１３名が、

環境に配慮した米づくりを学ぶため佐渡を訪れました。  

参加者は岩首地区の棚田見学をはじめ、実際に生きもの

調査を行うなど、現地農業者との交流を図りました。 

(2) 第１回目の棚田保全活動を行いました。 

   ７月 12 日に輪島市門前町久川地区において学生ボラ

ンティア団体「能登ラボ」のメンバーが、石倉久川区長、

山﨑ＪＡおおぞら組合長の挨拶の後、水路の除草作業に

汗を流しました。昼食には「能登棚田米」のおにぎりと

豚汁をいただきました。次回は 8 月 23 日の仁岸神社例

大祭の支援が予定されています。 

(3) 東京日本橋三越本店でＰＲ販売を行いました。 

7 月 16 日～22 日にかけ、日本橋三越本店にて開催さ

れた世界農業遺産フェアで「能登棚田米」の試食販売を

行いました。 

 

 

◎ 能登棚田米生産者部会研修会の開催について 
  日 時 平成 26 年 8 月 7 日（木）10：00～ 

  場 所 ＪＡ内浦町研修室 能登町白丸 18-24-1 

  内 容  (1)現在の生育と今後の管理について 

(2)環境保全型農業直接支払制度について（補助金の受給について） 

(3)追肥と粒剤防除実証ほの現地見学（能登町国重地区） 

 

◎ 栽培管理・技術情報 

(1) 本年は近年になく斑点米カメムシの発生量が多くなっています。適期

防除の徹底で斑点米被害を無くしましょう。 

 表：能登棚田米栽培指定薬剤（粉剤体系）例：8 月３日出穂期の場合 

※ 上記表の施用日は目安ですので、ほ場を確認のうえ防除してください。 

※ 除草剤等の使用で農薬の成分回数が「６」を超えている方は上記の 3 回の粉剤防除

を行うと「特別栽培米」の基準を超えますので、ＪＡにご相談ください。 
 

ご不明な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事所までお問い合

わせください。 

出穂直前 8 月 1 日頃 ビームトレモンセレン粉剤ＤＬ ３成分 

出穂 7～10 日後 8 月 10 日頃 ラブサイドキラップ粉剤ＤＬ ２成分 

出穂 14～17 日後 8 月 17 日頃 スタークル粉剤ＤＬ １成分 

発行：能登棚田保全活動協議会

佐渡岩首地区の棚田群

能登ラボと久川集落の交流 

日本橋三越本店でのＰＲ販売 
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「能登棚田米」は本年から特別栽培米となります。栽培指針を遵守し、肥料・農薬の使用

には十分に留意し、おいしくてきれいなお米を生産しましょう。 
 

◎ 「能登棚田米」トピックス 
(1) 平成２６年産の能登棚田米は２市２町の３１集落、６２名の生産者で約４６ヘクター

ル作付けされました。２５年産から、約６ヘクタール増加しました。 

(2) 谷本知事のお声かけにより、大阪府に本社を持つ総合エレベータメーカー株式会社ク

マリフトの熊谷社長に約８.５トンの能登棚田米を購入いただきました（社員全員にプ

レゼントされ、好評を得ています）。 

(3) SUNTORY（サントリー）の発泡酒「金麦」のキャンペーン景品に「能登棚田米」が

選ばれました。 

 その他、協議会では様々なイベント等での能登棚田米の PR を予定しております。 

 

◎「佐渡・能登農業者交流会」視察研修の開催について 
  昨年に引き続き、佐渡への視察研修を予定しております。能登と同時に世界農業遺産

に認定された佐渡の取組を学んでみませんか。 

  日 時 平成２６年 7 月５日（土）～７月６日（日）１泊２日 

  内 容 佐渡岩首地区棚田群視察、朱鷺と暮らす郷認証米制度についてほか。 

      その他、伝統芸能である「天領佐渡両津薪能」の鑑賞を予定しています。 

  珠洲市飯田港からのチャーター船利用を予定しております。内容の詳細は追ってご連

絡いたしますので、参加のご検討を宜しくお願いします。 

 

◎ 栽培管理・技術情報 

(1) 現在、多くのほ場では中干し開始時期を迎えています。

移植から１ヶ月を目安に中干しを開始してください 

（例：5 月１０日移植→6 月１０日頃中干し開始）。 

(2) 水田内の１本苗が分げつを２本出していれば中干し開始  

です（図参照） 。株あたり、苗を４～５本で移植したほ場 

では、約１２～１５本／株の茎数となり、中干しの開始時 

期になります 

★なぜ中干しが必要？ 

 ・無駄な分げつの発生を抑制し、籾数過剰を防ぐことで未  

熟粒や乳白粒の発生を軽減します。 

・根に酸素を供給し、根の生育を促すことで、登熟期の 

養分吸収を活発にします。 

(3) 6 月中旬には PK けいさん（４０kg/10a）を必ず施用し  

てください（能登棚田米栽培暦参照）。 

注意！PK けいさんは水田が湿った状態または、浅く水を張って散布してください。 

(4) 除草対策でやむを得ず、ヒエクリーン１キロ粒剤、バサグラン粒剤を散布した方はカ

メムシの防除に注意が必要になりますので留意ください。 

 

ご不明な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事所までお問い合

わせください。 
 

発行：能登棚田保全活動協議会
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「能登棚田米」は本年から特別栽培米となります。栽培指針を遵守し、肥料・農薬の使用

には十分に留意し、おいしくてきれいなお米を生産しましょう。 
 

◎「特別栽培米」とは 
(1) 水稲の慣行栽培（石川県の基準）より化学合成された窒素成分投入量と節減対象農 

薬の使用回数を 5 割以上削減して栽培 

(2) 農林水産省の表示ガイドラインに従って栽培履歴を表示 
 

◎「環境保全型農業直接支払交付金」について 
  平成２６年より、上記交付金において畦畔の機械除草及び長期中干しの組合せが支援

対象（４，０００円/１０アール）となりました。畦畔の機械除草はこれまでも生産者

全員が実践しており、特別栽培に移行することで交付金の支援対象となりました。 

但し、以下の交付条件がありますので、①に関しては奥能登農林総合事務所、②に関

してはお住まいの市町にご確認ください。 

① エコ農業者認定を受けていること（個人認定が必要となります。申請に際しては当

協議会が事務支援致します。） 

② 畦畔除草管理で他事業の補助金を受給していないこと（農地・水保全管理、中山間 

地域等直接支払交付金等） 

 

◎ 栽培管理・技術情報 

(1) 移植作業は 5 月の連休を中心に行われました。連休に移植したほ場では除草剤の散布 

適期となっていますので、遅れないように散布してください。 

指定除草剤：ヤイバ１キロ粒剤（成分数２回）使用時期：移植直後～ノビエ３葉期 

(2) 晴天時には浅水管理とし、地温の上昇を図ることで、分げつの発生を促してください。 

注意！深水管理の継続は分げつの発生を遅らせるため、穂数の減少や収量の低下につ 

ながります。 

(3) 移植後１５日頃から中干しの開始（6 月初旬）までの間に２～３回の田干しを行い、 

土壌中の有害ガスを抜き、根の健全化に努めてください。 

 

窒素成分量（単位：N kg/10a） 農薬使用回数（単位：成分回数） 

エコ栽培 特別栽培 エコ栽培 特別栽培 

5.6 4.0 以下 15 11 以下 

発行：能登棚田保全活動協議会

 

田干し 溝切り 中干し

深水
(3～5㎝) 浅水(1～2㎝)

田植え 除草剤散布

田植え後５日間 

程度は深水管理 

除草剤散布時は  

十分水を入れる 

日中は浅水管理として 

水温・地温の上昇を図り、 

早期に分げつを確保 

ガス（わき）が発生す

る場合は、落水 

 × 深水管理 ○ 浅水管理

水

土

ご不明な点がございまし

たら、お近くのJAまたは、

奥能登農林総合事所まで

お問い合わせください。 
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明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。 
 

◎「能登棚田米」トピックス 
(1) 11 月 25 日から 27 日にかけ「能登棚田米」を生産する能

登の農業者や JA 関係者 32 名が佐渡を訪問しました。佐渡

は「トキと共生する佐渡の里山」として、能登と同時に世界

農業遺産に認定されたサイトです。訪問団は「トキと暮らす

郷認証米制度」等を学ぶとともに、能登における環境保全型

農業の実践に対するヒントを得るための交流を行いました。 

 

(2) 11 月 30 日に羽咋市で「能登の農業を語る会」が開催され、

石倉稔能登棚田米生産者部会長が谷本石川県知事と懇談しま

した。懇談の後、門間東京農業大学教授が「世界の宝・中山

間地域農業の再生をどう進めるか」と題し、講演会が行われ

ました。 

 

(3) 12 月 18 日に能登棚田米生産者研修会が開催され、25 年

産米の品質・食味分析の結果に基づいた次年度対策や 26 年

産米から取組む特別栽培米生産の注意点について学びました。 

 

◎ 重 要  アンケートにご協力ください（全生産者対象） 
 

  能登棚田米生産者部会員を対象にアンケート調査を実施します（アンケート用紙を同

封いたします）。能登棚田米生産の課題や販売対策を考えるに当たり重要な調査ですので

ご協力をお願いします。 

  つきましては、１月 31 日(金)までにお近くの JA 及びＪＡ支店にご提出ください。

提出がない場合は JA 職員が回収に伺いますので必ず記載してください。 

 

◎お知らせ 

(１) 25 年産米生産の品質・食味分析の結果について 

  先に開催した研修会において、参加された方には 25 年産米生産の品質・食味分析の

結果をお返ししました。研修会に参加されなかった方で、結果を知りたい方はお近くの

JA までお問い合わせください（全生産者の結果が記されています）。 

 

(２) 世界農業遺産「トキと共生する佐渡の里山」の取組みを学ぼう 

  昨年 11 月に実施した佐渡・能登農業者交流会の参加者から、是非、佐渡の取組みを

一人でも多くの能登の農業者に伝えたいとの希望から下記日程で講演会を計画しており

ます。詳細な内容につきましては後日、ご案内いたします。 

日 時 平成 26 年 2 月 15 日（土）１０：００～ 

場 所 奥能登行政センター ４階 会議室 

講 師 渡辺 竜五 氏 （佐渡市農林水産課長） 

 

ご不明な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事所（０７６８－

２６—２３２３）までお問い合わせください。 

発行：能登棚田保全活動協議会

生産者研修会の様子 

朱鷺と暮らす郷認証米精米袋 
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◎「能登棚田米」トピックス 
(1) 能登棚田米 PR ポロシャツが関係者以外からも注文が入 

るなど人気です。ご注文はお近くの JA までお願いします。 
 

(2) 今年も昨年に引き続き、東京三越日本橋本店において 

首都圏における「能登棚田米」の PR 販売を行います。 

１０月２３日～２９日「世界農業遺産能登の里山里海 

フェア」のメイン商品として販売が予定されています。 
 

(3) 輪島市門前町久川で９月２１日に３回目の棚田保全活動 

を行います。支援内容は収穫・調製作業を予定しています。 

 

◎ 重 要  「能登棚田米」の食味を分析します（全生産者対象） 
 

   本年度も「能登棚田米」全生産者を対象に米の食味調査を実施します。さらに、分

析結果の優れる生産者の方の米（各 JA１名）は、日本穀物検定協会で詳細な食味分

析を実施します。 

   なお、分析結果がまとまり次第、全生産者に結果をお返しいたしますので、次年度 

の栽培の参考にしてください。 

   つきましては、「能登棚田米」を JA に出荷する際に、玄米２キログラムの提出をお 

願いします（お手数ですが入れ物はご準備ください）。 

  「能登棚田米」の食味 PR および評価向上のため、是非ご協力いただきたくお願い申 

し上げます。 

 

◎「能登棚田米」栽培管理・技術情報 

(１)「能登棚田米」の刈取りが始まりました。 

収穫作業は 9 月８日頃から始まり、現在、多くの能登棚田米生産ほ場で刈取り適

期となっております。 

しかし、8 月下旬以降のゲリラ的な豪雨や継続的な大雨により、能登棚田米生産ほ

場でも程度の差こそありますが、倒伏が生じています。倒伏したほ場においては穂発

芽が懸念されますので収穫時期を考慮し、刈り遅れに注意してください。 
 

(２) 適切な乾燥調製を徹底しましょう 

  能登棚田米の専用紙袋に入れるまでが能登棚田米の生産です。収穫した籾は速や

かに乾燥機に張り込み、急激な乾燥は避けてください（乾減率：１時間当たり籾水

分が０．８～１．０％低下が目安）。 

現在、検査の中で籾の混入や胴割粒による落等が確認されておりますので、籾摺機

のロール圧の調整やライスグレーダーの清掃・点検を徹底し、肌ずれ米、胴割粒、籾

の混入の予防と防止に努めてください。 

 

ご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事所 

（０７６８－２６—２３２３）までお問い合わせください。 

発行：能登棚田保全活動協議会

注文はお早めに！（笑） 
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◎「能登棚田米」トピックス 
(1) ８月１９日～２０日に新潟県佐渡市で予定されていた生産者 

部会視察研修会は悪天候で直通船が欠航したため、延期となりま 

した。 

次回の日程が決まり次第お知らせいたします。 
 

(2) 東京・新宿において石川県ゆかりの人々を対象に谷本知事も 

出席のもと、「百万石の集い」が開催されました（８／２４）。 

協議会では能登棚田米の塩おにぎりの試食会と新米の予約販売 

に向けた PR を行いました（写真１）。 
 

(3) 輪島市門前町久川で２回目の棚田保全活動を行いました。今回 

は、能登の地域活動を支援する学生団体「能登ラボ」が、仁岸神 

社の例大祭の支援を行いました（８／２４）。 

「能登ラボ」のメンバーは 18 年ぶりに復活した御輿巡行を通 

じて、集落の方々との交流を深めました。次回は 9 月中旬頃に 

収穫・調製作業の支援を予定しています（写真２）。 
 

(4) ８月２８日、北陸放送の「ほっと石川」の番組撮影が輪島市門 

前町久川において行われました。番組は大粒ブドウの「ルビーロ 

マン」と「能登棚田米」の２本立てで制作されました。 

放送は 9 月７日夕方５時１５分～３０分が予定されています。 

 

◎「能登棚田米」栽培管理・技術情報 

(1) 高品質米は適切な水管理から 

  間断通水により、稲の活力を維持することとし、水田の乾燥状況に合わせて収穫 

に支障が出ない範囲で収穫直前までの通水に努めて下さい。 
 

(2) 適期刈取りで高品質米を生産しましょう 

  梅雨明け以降、高温状態が続きましたが、現在は登塾に良い温度となり、イネは

順調に登熟しております。 

しかしながら、ほ場により登熟程度に差があることから、収穫時には必ず籾黄化率

８５％～９０%を確認し、刈り遅れに注意してください。 

能登棚田米コシヒカリの刈取り適期は 9 月１２日頃が見込まれております。 

また、一部倒伏したほ場においては穂発芽しないよう収穫時期に配慮してください。 
 

(3) 適切な乾燥調製を徹底しましょう 

  能登棚田米の専用紙袋に入れるまでが能登棚田米の生産です。収穫した籾は速や

かに乾燥機に張り込み、急激な乾燥は避けてください（乾減率：１時間当たり籾水

分が０．８～１．０％低下が目安）。 

また、籾摺機やライスグレーダーの清掃・点検を必ず実施し、肌ずれ米、胴割粒、

籾の混入の予防と防止に努めてください。 

 

発行：能登棚田保全活動協議会

裏面もご覧ください。

写真１ ブースの模様 

写真２ 仁岸神社例大祭 



◎ 能登棚田米オリジナルポロシャツを販売します。 
 協議会では能登棚田米のＰＲのため、オリジナルポロシャツを作成しました。ＪＡ職員

や行政職員も着用しています。能登棚田米のＰＲのため、是非ご購入をご検討ください。 

ご注文についてはお近くのＪＡまでお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）ネイビー（白） 

（右）ホワイト（黒） 

 

 

 

 

 

 

 

左袖には世界農業遺産のロゴマーク 

左胸にポケットが付いています 

 

 

 色 ：ホワイト（黒）、ライトブルー（黒）、ネイビー（白） 

    括弧内の色はロゴマークの色です。 

サイズ：ＸＳ、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ＸＬ、２ＸＬ、３ＸＬ、４ＸＬ 

価 格：２，２００円（税込） 

 

ご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事所

（０７６８－２６—２３２３）までお問い合わせください。 
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◎「能登棚田米」トピックス 
(1) 去る７月１５日、ＪＡおおぞら本店及び輪島市三 

井町仁行において生産者研修会が開催されました。 

生産者・関係者含め６３名が参加し、高品質米生 

産の意識を高めました。 

(2) 谷本知事の要望により、「北陸新幹線みらい応援

債」購入者への特典景品として「能登棚田米」が採

用され、新幹線金沢開業ＰＲと併せて全国にＰＲさ

れます。 

(3) 全日空（ＡＮＡ）小松-東京便小松空港就航５０ 

周年キャンペーンの景品として「能登棚田米」が 

採用されました。 

(4) 「ほっと石川」観光キャンペーンの景品として 

「能登棚田米」が採用されました。 

(5) 「能登棚田米」をメイン商品として、東京三越日本 

橋本店でフェアを開催することが決定しました。 

 

◎ 能登棚田米生産者部会視察研修会を開催します。 
   日 時：平成２５年８月１９日～２０日（１泊２日）（予定） 

   場 所：ＪＡ佐渡管内（新潟県佐渡市（予定）） 

能登と同時に「トキと共生する佐渡の里山」として世界農業遺産の認定を受けた

新潟県佐渡市において「朱鷺と暮らす郷づくり認証制度」や「田んぼの生きもの調

査」の取組みを視察するとともに、佐渡の農業者との交流を図ります。 

      ※詳しい内容は、次回の「能登棚田米通信」でお知らせします。 

 

◎「能登棚田米」栽培管理・技術情報 

(1) 高品質米は適切な水管理から 

  間もなく、出穂期を迎えます。通水間隔の短い間断通水を実施し、収穫直前まで 

の水管理の徹底に努めて下さい。 

(2) 薬剤防除の徹底で斑点米を防ぎましょう。 

本年は、例年よりも多くの斑点米カメムシ

類の本田侵入が確認されております。 

「能登棚田米」栽培暦に指定される薬剤を適

期に適量を必ず施用して下さい。 

 

 

防除等でご不明な点、ご心配な点がござい

ましたら、お近くの JA または、奥能登農林

総合事務所（０７６８－２６—２３２３）ま

でお問い合わせください。 

発行：能登棚田保全活動協議会 

北陸新幹線イメージ図 
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◎能登棚田保全活動協議会が棚田保全活動を行いました。 
去る、７月６日に、輪島市門前町久川集落において能登棚

田保全活動協議会として初めて棚田保全活動を行いました。  

協議会メンバーの他、県内外の５つの大学生１７名が ボ

ランティアとして集落を訪れ、水路周辺の除草や農道の補修

作業を行いました。 

お昼には「能登棚田米」のおにぎりと豚汁を食べながら、

集落の方々と交流を深めました。 

協議会では引き続き、「能登棚田米」生産集落での棚田保

全活動を実施してまいります。 

 

◎「能登棚田米」生産者研修会を開催します。 
 「能登棚田米」の生産者を対象に技術研修会を開催します

（座学及び現地研修）。 

 日 時：平成２５年７月１５日（月） 

１０時００分～１２時００分 

 場 所：ＪA おおぞら本店・輪島市三井町仁行 

   ※詳しい内容は、お近くのＪA もしくは事務局（ＪA おおぞら５２－３８１３）に

お問い合わせ下さい。 

   ※なお、昼食は準備してございます。祭日ですので是非、参加をお願いします。 

 

◎「能登棚田米」栽培管理・技術情報 

(1) 高品質米は適切な水管理から 

  まもなく、幼穂形成期を迎えます。中干しを止め、間断通水に切り替えて下さい。 

  但し、湛水（ためっぱなし）は厳禁です。通水と田干しを繰り返しましょう。 

 

(2) 登熟期間の栄養失調に気をつけましょう。 

  「能登棚田米」は指定の基肥一発肥料を使用していますので、原則、追肥（穂肥）

は必要ありませんが、葉色が極端に淡い場合は、昨今の高温登熟条件では品質低下

や減収が懸念されるため、追肥が必要となる場合があります。このため、「能登棚田

米」の栽培基準（エコ基準）の遵守を前提に追肥対応を要することがあります。 

 

(3) 薬剤防除の徹底で斑点米を防ぎましょう。 

本年も、多くの斑点米カメムシ類の生息が確認されております。「能登棚田米」栽 

培暦に指定される薬剤を適期に適量を施用して下さい。 

なお、除草剤でバッチリ１キロ粒剤に加え、クリンチャー１キロ粒剤、バサグラ

ン粒剤の両方を使用した圃場では、防除体系を変える必要がありますのでご注意下

さい。 

 

追肥の判断や防除等でご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、

奥能登農林総合事務所（０７６８－２６—２３２３）までお問い合わせください。 

発行：能登棚田保全活動協議会 
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◎「能登棚田米」が世界農業遺産国際会議で提供されました。 
去る、５月２９日から３１日に、七尾市の和倉温

泉「あえの風」をメイン会場に「世界農業遺産国際

会議」が開催されました。会議には国内外より多く

の参加者があり、各国の要人も多数参加しました。 

記念シンポジウムでは、谷本石川県知事が県の取

組みを紹介し、能登棚田米の取組みについても世界

に発信されました。 

 能登棚田米の取組みは世界農業遺産を活用したリ

ーディングケースとして国連大学をはじめ、関係者

に高く評価されております。 

 歓迎レセプションでは、参加者に能登棚田米の塩

おにぎりと赤米をブレンドした能登棚田米のおにぎ

りが振る舞われ、好評を得ました。 

 

◎「能登棚田米」栽培管理・技術情報 

(1) 直ちに「中干し」を開始して下さい！。 

   新聞にも報道されたように、本年は好天が続き、稲の生育が旺盛となっており、茎 

数の過剰が懸念されます。乳泊粒やくず米の増加につながらないように、早急に「中 

干し」を開始して下さい。中干しは７月の上旬まで継続し、湛水は避けて下さい。 

※溝きりを合わせて行うことで中干しの効果が向上しますので併せて実施して下さい。 

 

(2) 「ＰＫけいさん」は６月２０日頃を目安に散布して下さい。 

   能登棚田米の栽培条件の一つが「ＰＫけいさん」の散布です。１０アール（一反） 

あたり４０ｋｇを必ず散布して下さい。 

 

(3) 畦畔除草の徹底で斑点米カメムシ類の被害を防ぎましょう。 

   本年も例年同様、多くの斑点米カメムシ類の生息が確認されております。生息場所 

を無くすため畦畔の機械除草を徹底して下さい。 

   なお、除草は７月の上旬に終えるようにして下さい（以降の除草は本田に斑点米カ 

メムシ類を追い込みます）。 

（注意!!）能登棚田米生産ほ場は畦畔の雑草防除は機械除草が必須です。 

 

(4) 本田のヒエの防除を徹底しましょう。 

斑点米カメムシ類はヒエが大好物です。斑点米カメムシ類の本田侵入を避けるため 

にヒエが多発している圃場ではクリンチャー１キロ粒剤を散布して下さい。 

（注意!!）クリンチャー１キロ粒剤とバサグラン粒剤の両剤をやむなく散布した水田は、 

今後の本田防除の対応を変える必要がありますので、その旨、お近くのＪA

にお伝え下さい。 

ご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事務

所（０７６８－２６—２３２３）までお問い合わせください。 

発行：能登棚田保全活動協議会 

「能登棚田米」ＰＲブース 

和倉温泉「あえの風」にて（５月３０日）
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◎能登棚田米通信の発刊にあたり 
（生産者部会会長 石倉稔 輪島市門前町久川） 

 能登棚田米は、能登の清らかな水と風、私たちの先人の手が守り続け

てきた棚田で、環境に配慮した栽培法と「能登はやさしや土までも」と

唱われる能登のやさしい風土で生産されたお米として昨年市場デビュー

し、好評を得ております。 

この能登棚田米をより魅力ある石川のブランドに育てていくため、私

たち生産者や関係機関が一丸となって連携し、能登の米の評価を高めて

いきたいと考えていますのでご協力をよろしくお願い致します。 

 

◎「能登棚田米」栽培管理・技術情報 

(1) 移植作業は 5 月の連休を中心に行われましたが、低温（遅霜）や強風の影響を受けた 

水田では、葉の痛み（葉枯れ症状）により、新葉の展開が遅れています。 

ただし、影響を受けた水田でも連休後の好天により、生育は回復していますので心配 

はありません。 

(2) 今後の気象予報では気温は平年並で晴れの日が多いと予測されていますので、晴天時 

には浅水管理とし、地温の上昇を図ることで、分げつの発生を促してください。 

注意！移植後の深水の継続は地温の上昇を遅らせ、さらに水圧が初期の分げつの発生 

を遅らせるため、穂数の減少や収量の低下につながります。 

(3) 移植後１５日頃から中干しの開始（6 月初旬）までの間に２～３回の田干しを行い、 

土壌中の有害ガスを抜き、根の健全化に努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登農林総合事

務所（０７６８－２６—２３２３）までお問い合わせください。 

なお、この能登棚田米通信は不定期に能登棚田米の生産者全員に配布しております。 

発行：能登棚田保全活動協議会 

 

田干し 溝切り 中干し

深水
(3～5㎝) 浅水(1～2㎝)

田植え 除草剤散布

田植え後５日間 

程度は深水管理 

除草剤散布時は  

十分水を入れる 

日中は浅水管理として 

水温・地温の上昇を図り、 

早期に分げつを確保 

ガス（わき）が発生す

る場合は、落水 

 × 深水管理 ○ 浅水管理

水

土
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